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A。緒　　言
　　一・般にケノポヂ油の高年者に対する使JISは禁
忌とされているが，その理山IC関する説明D2）3）ば
比較的少なく，一般衰弱に起因する不渕の副作川
を予防する上からとされている。またケノポヂ油
による副作用自休が，そのアスカリドr’一ル成分に
よるか，またはテルピン油成分その他によるもの
か等の問題についても，今nなお確実な証li月ぽな
いようである。最近その有効成分アスカリドール
の純：製剤が抽出されるに至ったので，余らぱ高年
者に木剤を使用して巣して如何なる駆虫効果と副
作Illを認めるか，について再槍討を認みたので報
告したい、
　　　　　　　　B．実　施　法
　　　　　　　　　1．対　　象
　　某老人牧容施設の共同生活者延糸SJ　300名および当内科
入院患者巾の比較酌高年者12名，煎びに一般入院患者お
よび市内：填I11学校坐徒延約100名Ill，検便．卜蜥虫卵を認め
たる182名について駆虫をこころe．i・た。
　　　　　　　　　2．楡　　便
　　検便は成績の…定をはVJ・る日的から塗抜：標本l　lこて・一踵i
l澗査し，：未発見のものは俘湯法による集剛法を川いた。そ
工）　岡信ラJC一：大llオ～こ；目二鼻111k1障Ptイ…Ψ會々幸艮，32，843　（昭2）．
2）Craig，　Faust＝Parasitology（ユ94毎
3）羽野：臨床の進歩，II，226（il㌍4），　LEA，　FEBGER，
　　？hiladelphia．　”
の成績記載法としては，（1一）…塗抹標木鯨覗堕lf　1箇未満，、ま
たは集卵法陽性，tl．「）…塗抹糠川副粗野厳達1～2箇，㈱…
同標本毎示鯉f4塑i　3箇以上，（一）…集卵；ttsこよるも見出し得
ざるもの，を基準とした。なオげ排卵の有無は服藥後4］ll…
の大便につきそのκ1｛度，また完奄駆虫殊…をみる目的から爾
後1，2および3週皆目前後の虫卵を繰返えし調査した。
　　　　　　　　3．投藥法
　　投薬前に一応理学的1所見を調査し，一般状態頁好の者
は卒感興賄症状を￥：する者，多少の心騰弁膜症患者にも一
．1t！：に投藥した。
　　一1il・期空腹1専に純アスカリドール｝」饗球3筒（0．45　g）を服
川せしめ，1．5～21i5…開後にlld封せる下剤（牽牛了・脂および
ピサチン合剤）を使川した。　予備下剤の使用はおこなわな
かりた。
C．実施成績
　　駆虫成紅は第1表のごとく，全例】82名lll　411問内に
排虫せる者162名（S9．0％），究杢駆虫を認めたる煮105名
（57．7％）である。すなわちこれらの成績は・一飽1從來各・不i巨駆
虫剤についての報告斜の7）に一致する。
第1表　駆虫戌績
事例数1排虫全判1左・・｝完繊虫‘Ild左％
ISL） 162 89．0 105 or7．7
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　　なオげ排虫状況を1二Ulりに調査せるに第2表のごとく，大
部分は服用第1～21」目に排虫した。　しかし申には第41t
目1こ生虫を揚…出し，また本成紅には含めなかったが，第5
11目に初めて数匹の死虫を排出した例もある。したがって
さらに長期問の観禦をおこなうことにより，駆虫傘はこれ
以上高摩たり．得るものと考える。
第2表排虫日別調査
第5表　完全駆虫璽の年齢別調査
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　　つぎに余らは特にこれを年齢別にi引回したが，本i凋査
対象の内訳は第3表のごとくであり，假りに高年者の限界
を61オ以上にとると8S名におよび，その最高・年；者は101
オである。これに対し60オ以下はほぼこれと同じい94名
を占める。最年少者は14オである。排！lt；lki兄の年齢肌1肝」
査は第4表のごとくで，61オ以上の94，3％に対し60オ以
下はS4．196でやや低傘を示した。
第3表虫卵保持者の年齢砿沸i査
年　齢 20以『ド
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第4表年齢別排虫調査
iS2
見矛盾せる現象を溜めた。．また高年者についても杢くこれ
と逆の同様な矛盾現象を認めた。ここにおいて余らは脹山
前に虫卵を保持せる程度と1駆虫率の關係を騨査した。
　　すなわち一般に完杢駆虫傘の面からは第6表のごとく，
虫卵保持…率の高いもの一槍便上虫卵を多数保持する者ほど
完秦駆虫牽は低いことが分る。これを第7衷からさらに詳
組に世路すれば，　虫卵保持の程度は高年者と20オ以下と
の比較で，前者において虫卵保持率の高い者が遥かに多い
ことが分る。また虫卵保持率と鈴虫；りこ況との悶には大体ント
行関係を認め得る，この点111崎の9～18オ20名の戌績で
も，虫卵保持率の高い者ほど排虫傘S）は高いと報告してい
るし，篇島9），森下0ノも全くこれに一致している。
第6表虫卵保持傘と烏山駆虫傘
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　　つぎに完杢駆虫傘は第5表のごとく，高年者の55．7％
に対し60オ以下は先の場合とは反対にむしる高く，59．6％
を示したが，これは虫卵排川減少例を考慮に入れると火体
1可捧ミと「塔えらオしよう。
　　なお以．kの成糸口1，排日の割合は20オ以下の才1：年一K一
において最も悪く，しかも完全駆虫牽は最も頁いという一
（）内は96
　　高年者に割合排虫をみた蝋山としては，：老入なるが故
の特異條件が考慮されるか否かはとも角として，観察を比
鮫的・？まびらかにし得た点，および服藥前後の食餌を二食
とした点，などの影響もあげられるが，この：場合はむしろ
才ti年者の観嬢が外’來においておこなわれたため，完～釜駆虫
率の比鮫的高い点に徴してみても，排虫の．見落しによる談
差を一鷹考慮に入れなければなるまい。これらの点からこ
の矛盾現象が生じたものと考える。
8）山崎：臨床の進歩，II，236（昭24）引凧
9）藤島：臨床の進歩，II，237紹24）引川．
1の森下：臨床の進歩，lr，237〈昭2の引tff．
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D．副　作　用
　　余らの・今」回の窪斑翠iにネβいては窪左に1蒲有胤弱’を多数に選ん
だ関係から，副作川の出現については特に詳細かつ系lll大と
なく愁訴の；澗査をおこなった。すなわ’ち，第8表のごとく
182’A　TF　36名（19，．S％）にド1・他覚f角副作画を認グ）得たL、こ
れらは大体巾枢並び1こドi別刷1．経
系および浩化器障根に起因する
ものが大部分で，腹痛の出現は
下斉1J服用後に藷忍められる酒’がほ
とんどすべてであるが，その他
の讃症状は比較的∫11・期に壽恩めら
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70 才！1・ii卜淡川・佐藤　比lll交的高年者のアスカリドール（新ネマトール）による颯虫ll区除成績札幌医誌1952
オし，本斉lj白体のll｛II作川と考えられた。これを碓齢別に調べ
ると第9表のごとく，才？年酋ほど高牽（56．2％）に認められ，
高年酒の副作川としては高度の下痢を起した2例が特に注
1ヨされた。これ・らの症状が若峯卜』撫こ多くかっその性質力｛血
艀蓮動，唾液分泌，腸管蓮垂11などに関係する点，木剤の自
律1帥経に対する有瀬性を考えさせるに充分であった。なお
究1全駆虫率との関係では，完全駆虫者の副作川がやや高率
（55．5％）を示したが，この点アスカリドールの虫体に対す
る作那後に間接的に副作川が出たものか，また薬剤白体の
影響によるかを結論づけることは術早であり，前記の副作
用出現時開のll孫illな調査とともに，今後の追求を要すると
こると考える。さらに高年漏’にして心｝臓弁膜障琳ある5名
につき服川前後（24時ll旺後）に血肥および心電圃による調査
をおこなったが，なんら記載すべき変化を認めなかった。
これらについては他の副作用も杢く出現しなかった。
：E．総括並びに結論
　　以上余らは純アスカリドール製剤（新ネマト
ール）を二1三として高年者を対蜘こ使川し．，次の結
果を得た。
　　ユ）　182名の駆虫成績で排虫．率89．0％，完杢
Pt　L「1．傘57．7％で，大休諸家の成績に一致する。
　　2）排虫ぽ大部分服用後1～21U－1に認めら
れた。
　　3）61才以」＝の高年者が20才以上の苦年者
より比較的排虫率高く，これに反し完杢駆虫率は
後者の方がむしろ高率であっ．fc。
　　4）一・般に虫卵を多数保持するほど完杢駆虫
率は悪かったが，排虫率は高かった。
　　5）刑作川ぽ從來の報告に比しやや高率（19．8
％）であるが，少なくとも刑作川出現率からは純
アスカリドーr一ルO．45　gs　1回服用の範囲内では高年
者に対する使川を禁忌とするほどの理由は見ださ
れなかった。
　　6）一一部の’K’　ec　fiつた心電図学的調査でも異
常を認めなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（27，4．1受付）
Su血mary
　　A　study　on　the　virutes　and　s．econdary　reactions　of　purified　ascaridole　‘app｝ied　to　re！a‘tively
ag　de　persons　has　been　conducted　with　the　following　ref　ults．
　　　　　　Worm　discharge　rate　89．．O％
　　　　　　Complete　discharge　rate　57．7％
　　　　　　Secondary　reactions　19．8．OS
　　The　ma｛n　objedtive　xvas　ln　the　secondary　reactions　and　as　a　reE　ult　of　this　study　we　fir｝e　we
have　no，　grounds　to　ban　the　a，　ppolication　of　this　drug・
